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井上春成（いのうえはるしげ）賞 

第５０回（令和７年度）表彰技術募集開始について 

～５０周年の節目を迎え、令和７年７月に記念式典を開催～ 
 

井上春成賞委員会（委員長 橋本 和仁）は、第５０回井上春成賞表彰技術募集を令和

６年１２月２日（月）から開始します。 
「井上春成賞」は、科学技術振興機構の前身の１つである新技術開発事業団の初代理

事長であり、工業技術庁初代長官でもあった井上 春成 氏が日本の科学技術の発展に

寄与した功績に鑑み、新技術開発事業団の創立１５周年を記念して創設された賞です。 
本賞は、大学等や研究機関などの独創的な研究成果を基にして企業が開発、実用化し

た技術のうち、科学技術の進展に寄与し、快適な社会の形成、経済の発展、健康福祉の

向上などに貢献した、特に優れた技術を表彰するものです（別紙１）。 
第５０回の節目となる今回は、令和６年１２月２日（月）から令和７年２月２８日（金）

まで自薦を含む推薦方式にて応募を受け付け、その中から井上春成賞選考委員会で２件

を選考し、この結果に基づき井上春成賞委員会（別紙２）で授賞者を決定します。授賞

者の発表は令和７年５月末、表彰式は同年７月１４日（月）に５０周年記念式典と同時

開催を予定しています。 
 
詳細につきましては、別紙および下記のホームページを参照してください。 
ＵＲＬ：https://inouesho.jp/oubo/index.html 

 

＜添付資料＞ 

別紙１：第５０回井上春成賞 概要 

別紙２：井上春成賞委員会委員名簿 

  

＜お問い合わせ先＞ 

科学技術振興機構内 井上春成賞委員会事務局 

 〒332-0012 埼玉県川口市本町４丁目１番８号 川口センタービル 

 平川 祥子（ヒラカワ ショウコ） 

 Tel：048-226-5618 

  E-mail：inouesho[at]jst.go.jp 
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第５０回井上春成賞 概要 

 

１．井上春成賞の趣旨 

井上春成賞は、大学等や研究機関などの独創的な研究成果を基にして企業が開発、企

業化した技術の応募の中から特に優れたものを表彰する賞です。科学技術の進展に寄

与し、快適な社会の形成、経済の発展、健康福祉の向上などに貢献した技術を表彰する

ことを目的としています。 

 

２．主催者など 

  主催：井上春成賞委員会 

  共催：科学技術振興機構 

  後援：新技術振興渡辺記念会 

 

３．応募資格 

  研究者あるいは企業などのうち、少なくとも一方が日本国籍である組み合わせにより 

  企業化された技術であることを要件とします。 

 

４．対象技術 

 （１）大学等や研究機関などの独創的な研究結果であること 

 （２）前項の研究結果を受けて企業が開発し、企業化した技術（販売実績があるもの） 

     であること 

    （研究段階から開発、企業化まで自社のみで行ったもの並びに研究者および企業 

などの両者が外国籍の場合は対象となりません。） 

 （３）科学技術の進展に寄与し、快適な社会の形成、経済の発展、健康福祉の向上など 

    に貢献した技術であること 

（中堅・中小企業技術の場合、技術上の特徴、市場特性についても別途考慮しま

す。） 

 （４）企業が実質的販売活動を始めてから、原則５年以内の技術であること 

    ただし、短期間では成果が出にくい分野の技術については、その特性を考慮して、 

必ずしも実質的な販売活動開始から５年以内の技術であることは厳密に求めませ 

ん。なお、広く研究開発を奨励するために、大河内記念賞、日本産業技術大賞、 

市村産業賞 本賞、恩賜発明賞を受賞した技術を除きます。 

 

５．選考方法 

学識経験者で構成される井上春成賞選考委員会において選考し、この推薦に基づき井 

上春成賞委員会が決定、表彰します。 

 

６．募集期間 

  令和６年１２月２日（月）～令和７年２月２８日（金） 

  ※郵送の場合、令和７年２月２８日（金）の消印有効 

別紙１ 
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７．申し込み手続 

  井上春成賞候補推薦書：紙媒体２部 

  添付書類：会社概要、技術の詳細な内容、研究論文、特許公報、図面、写真、文献、新 

  聞、雑誌切り抜き、カタログ、サンプルなど審査の参考になるものを２部ずつ提出し 

てください。 

 

８．表彰対象・内容 

  対象：表彰技術ごとに研究者代表１名および企業代表者１名 

  内容：（表彰対象の研究者）賞状、賞牌、研究奨励金２００万円 

     （表彰対象の企業）賞状、賞牌 

 

９．授賞者発表・表彰式 

  発 表：令和７年５月末 

  表彰式：令和７年７月１４日（月）予定 

      ※表彰式と併せて、５０周年記念式典を開催予定です。 

 

１０．お問い合わせ先 

  科学技術振興機構内 井上春成賞委員会事務局 

  〒332-0012 埼玉県川口市本町４丁目１番８号 川口センタービル 

  平川 祥子（ヒラカワ ショウコ） 

  Tel：048-226-5618 

    E-mail：inouesho[at]jst.go.jp 
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井上春成賞委員会委員名簿 

   

 橋本 和仁 

（委員長） 

科学技術振興機構 理事長 

 岩渕 明 前 岩手大学 学長 

 片岡 正俊 元 東京都立産業技術研究センター 理事長 

 下田 隆二 新技術振興渡辺記念会 専務理事 

 中村 道治 科学技術振興機構 名誉理事長 

 西本 清一 京都高度技術研究所 理事長 

京都市産業技術研究所 理事長 

 濵口 道成 日本医療研究開発機構 先進的研究開発戦略センター 

センター長 

前 科学技術振興機構 理事長 

 藤嶋 昭 元 東京理科大学 学長（現 栄誉教授） 

東京理科大学 総合研究院 スペースシステム創造研究センター 

特別顧問  

 松永 道隆 ＮＨＫ京都放送局 総括デスク 

 美馬 のゆり はこだて未来大学 教授 

日本学術会議 会員 

 
  

 菅谷 行宏 

（監事） 

株式会社アイ・エス・シー 代表取締役社長 

 山田 理恵 

（監事） 

東北電子産業株式会社 代表取締役社長 

（令和６年１２月２日現在） 

別紙２ 


